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第１４次労働災害防止計画について

県内の労働災害は、この10年増加傾向にあります。死亡災害は長期間
では減少傾向にありますが、その減少率は下がっており、撲滅には至っ
ていません。
管内の労働災害発生状況も、第12次労働災害防止計画期間（平成25

～29年度）と第13次労働災害防止計画期間（平成30～令和4年度）を
比較すると、死亡災害では2件減少していますが（25件→23件）、休業
4日以上の労働災害では、この５年間で新型コロナウイルス感染症によ
る業務上疾病を除いても横ばいの状況にあり、主要産業である小売業や
飲食店、社会福祉施設では増加傾向にあります。
このような状況を踏まえ、静岡労働基準監督署では、労働災害を少し

でも減らし、労働者一人一人が安全で健康に働くことができる職場環境
の実現に向け、2023年度（令和５年度）を初年度とする５か年の静岡
労働基準監督署 第１４次労働災害防止計画を策定しました。

計画の期間 2023年4月1日から2028年3月31日まで

計 画 の
総合的な目標

◆死亡災害
第13次労働災害防止計画期間と比較

して、死亡災害を５％以上減少させる
◆死傷災害（休業4日以上）
2022年と比較して、2027年までに

死傷者数を、減少させる

６つの重点事項

① 高所からの「墜落・転落」災害防止対策の推進
② 機械による「はさまれ・巻き込まれ」災害防止対策の推進
③「転倒」や「動作の反動・無理な動作」といった作業行動起因災害の防止対策の推進
④ 高年齢労働者の災害防止対策の推進
⑤ 林業、小売業、社会福祉施設、飲食店に対する業種別災害防止対策の推進
⑥ メンタルヘルスを中心とした健康確保対策の推進



令和５年度 全国安全週間について

静岡労働基準監督署へのアクセス

○ＪＲ静岡駅より徒歩約１０分
○静岡鉄道日吉町駅より徒歩約５分
○申し訳ありませんが、駐車場がございません。
公共交通機関をご利用ください。

編集後記
先般の台風２号による洪水警報発令時に業務

体制を縮小しました。お問い合わせ等、一部電
話対応が出来ず、ご不便をお掛けしました。申
し訳ありませんでした。

全国安全週間は、昭和３年に初めて実施されて以来、「人命尊重」と
いう基本理念の下、「産業界での自主的な労働災害防止活動を推進し、
広く一般の安全意識の高揚と安全活動の定着を図る」ことを目的に、一
度も中断することなく続けられ、今年で９６回目を迎えます。
これまで、事業場では、労使が協調して労働災害防止対策が展開され

てきました。この努力により労働災害は長期的には減少していますが、
令和４年の労働災害については、当初管内の死亡災害は前年を大きく上
回り９名の方が亡くなっており、休業４日以上の死傷災害も新型コロナ
ウイルス感染症による業務上疾病を除いても前年を上回り、増加傾向に
歯止めがかからない状況となっています。
毎年７月１日から１週間、「全国安全週間」を実施します。令和５年

度のスローガンは、「高める意識と安全行動 築こうみんなのゼロ災職
場」です。労働災害を少しでも減らし、労働者一人一人が
安全に働くことができる職場環境を築くためには、不断の
努力が必要であり、労使一丸となった取組が求められます。
６月１日から30日までが準備期間ですので、実施要項 ⇒

に基づき、各職場における巡視やスローガンの掲示、労働
安全に関する講習会の開催など、さまざまな取組を実施し
ましょう。

ＳＴＯＰ！熱中症 クールワークキャンペーンについて

職場での熱中症により毎年約２０人が亡くなり、約６００人が４日以上
仕事を休んでいます。

STEP
１

暑さ指数の把握と評価
□JIS規格に適合した暑さ指数計で暑さ指数を随時把握
地域を代表する一般的な暑さ指数（環境省情報サイト）⇒
を参考にすることも有効

STEP
２

測定した暑さ指数に応じた対策の徹底
□暑さ指数の低減 □休憩場所の整備 □服装 □作業時間の短縮
□暑熱順化への対応 □水分・塩分の摂取 □プレクーリング
□健康診断結果に基づく対応 □日常の健康管理
□作業中の労働者の健康状態の確認 □異常時の措置


